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1. はじめに 

   本書作成に使用している画面イメージは Windows® 7です。 

本書の内容は予告無く改定を行う事があります。 

 

1-1.【概要】 

  ○パソコンで作成したマスタデータを作成することができます。 

  ○レジの売上データをパソコンに受信（取り込む）し、売上データを印刷することができます。 

 ○各商品の仕入数を登録することで売上数が減算され、在庫管理をすることができます。 

 

1-2.【動作環境】 

  ○本ソフトウェアは次の OS以外の動作保障はしておりません。 

Windows Vista® 

Windows® 7（32 bit /64 bit） 

Windows® 8（32 bit /64 bit） 

Windows® 8.1（32 bit /64 bit） 

Windows® 10（32 bit /64 bit） 

 

   ○本ソフトウェアは全ての操作において「管理者権限」のあるユーザーのみ有効です。 

   ○本ソフトウェアのインストール、ソフト起動時は必ず「管理者として実行」で行ってください。 

 

1-3.【注意点】 

  ○レジで使用できる文字には制限があります。 

   本ソフトウェアでは使用可・不可のチェックはできませんので、 

   ER-A411/421取扱説明書を参照してください。 

 

 

※上記条件を満たさない場合、動作に不具合が発生する可能性がございますのでご注意ください。 

 

1-4.商標・登録商標について 

•Microsoft、Windows、Windows Vista、SQL Server は、米国Microsoft Corporation の米国およ

びその他の国における商標または登録商標です。 

•FlashAirは、株式会社東芝の商標または登録商標です。 
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2. 各機能について 

2-1.各機能の説明 

 

（メインメニュー） 

 

システム 

システムバックアップ データベースのバックアップをします 

システムリストア 保存されたデータベースから復元をします 

NON-PLU設定 インストアマーキングの登録を行います 

レジライセンス追加 レジライセンスの登録を行います 

 

バーコード発行 

バーコード発行 商品マスタからバーコードの印刷を行います 

ラベルデザイン バーコード発行で印刷するラベルのデザインを行います 

 

その他 

出荷処理 廃棄や試供品、出荷により消費・移動した商品の登録を行います 

税設定 税率の登録を行います 

 

マスタ関連 

自店情報登録 店舗・レジ情報を登録します 

部門マスタ 部門（商品のカテゴリ）情報を登録します 

PLU/JANマスタ 商品情報を登録します 

得意先マスタ 得意先情報を登録します 

仕入先マスタ 仕入先情報を登録します 
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出荷先マスタ 出荷先情報を登録します 

まとめ値引きマスタ まとめ値引きテーブルの登録を行います 

連結PLU マスタ 連結商品の登録を行います。PLU/JAN商品の登録ができます 

セットPLU マスタ セット商品の登録を行います。登録できるのは PLUのみです 

レジ担当者マスタ レジを操作する責任者の名称を登録することができます 

ダイレクトキー ER-A411のダイレクトキーの設定を行います 

機能テキスト 取引レシートや精算レシートに印字される項目の名称を変更します 

 

レジ関連 

レジマスタ作成 SDカードにマスタを書き込みます 

レジ売上受信 SDカードから売上データを取り込みます 

レジマスタ取込 SDカードから部門・PLU/JAN（商品）マスタを取り込みます 

 

HT関連 

HTマスタ作成 ハンディターミナルにマスタを送信します 

HTデータ受信 ハンディターミナルから各データを受信します 

HTマスタ未登録 本システムに登録されていない商品の登録を行います 

HTエラー一覧 各データ受信時のエラー一覧表示・修正を行います 

 

売上集計分析 

部門グループ グループ化した部門集計を印刷・CSV出力します 

部門は 8グループまで分類できます PLU/JAN別 部門別の商品別集計を印刷・CSV出力します 

売上の多い数量順に表示されます 時間帯別 時間帯別集計を印刷・CSV出力します。時間帯は 4つまで分類できます 

時間帯別商品－日報 入力日の商品毎の集計を時間帯別に表示・CSV 出力します 

売上速報 当日現在・当月・前回のダイジェスト日のデータを表示します 

仕入先別売上 仕入先別の売上集計を印刷・CSV出力します 

商品別日別売上 商品毎の売上を日別で CSV出力します（印刷機能はありません） 

日報・月報 ひと月分の商品別売上数を日別に印刷・CSV出力します 

時間帯別商品－月報 入力月の商品毎の集計を時間帯別に表示・CSV 出力します 

 

日報 

取引別日報 入力日付範囲の取引別売上を印刷・CSV出力します 

部門別 入力日付範囲の部門別売上を印刷・CSV出力します 

日別売上月報 月別売上データを日別に一覧で表示・印刷します 

売上データCSV 出力  
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3. はじめに設定します 

3-1.店舗・レジ情報を登録します 

店舗管理を行う店舗情報を登録します。 

本ソフト以外での使用はありません。（レジでは不要） 

  

（自店情報登録画面） 

 

<<新規に店舗を追加するには>> 

① 店舗コードに３桁以内の番号を入力します。 

② 店舗名を入力します。各画面の店舗名は、この名称が表示されます。 

③  レジ追加 ボタンをクリックします。 

④ SDカードで使用するフォルダ名、マシン No.、備考を入力します。 

⑤  登録 ボタンをクリックします。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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<<店舗・レジ情報を変更するには>> 

① 店舗コードを直接入力し、変更対象の店舗を表示します。 

② 店舗情報、レジ内容を変更します。 

⑤  登録 ボタンをクリックします。 

 

<<レジを削除するには>> 

④ レジスタ設定内の対象レジを選択します。 

③  レジ削除 ボタンをクリックします。 

⑤  登録 ボタンをクリックします。 

 

<<ハンディターミナルを追加するには>> ＊別売 KEYENCE社ハンディターミナル使用時 

  

③ ハンディ設定のタブをクリックし HT追加 ボタンをクリックします。 

④ Noにレジスタと異なる連番を入力します。 

⑤  登録 ボタンをクリックします。 

 

<<小数桁数設定を設定するには>> ＊商品マスタの仕入単価の小数桁数です(未使用項目) 

                               バージョンにより表示されないことがあります 

  

④ 商品マスタの仕入単価の小数桁数を入力します。 

⑤  登録 ボタンをクリックします。 

  

③ 

④ 

④ 
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画面入力項目（店舗情報） 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

店舗コード 必須 空白 店舗コードを 3桁以内で入力します 

新規のコードを入力すると「新規」 

既存のコードを入力すると「変更」になります 

店舗名 必須 空白 店舗名を入力します。全角半角混在で入力することが 

でき、全角では 15文字、半角では 30文字まで入力できます 

店舗名 2 

(店舗名の右横) 

－ 空白 店舗名に入りきらない場合は、こちらに入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 15文字、 

半角では 30文字まで入力できます 

電話番号 － 空白 電話番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

FAX番号 － 空白 FAX番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

郵便番号 － 空白 郵便番号をハイフン(-)含め 7桁以内で入力します 

住所 － 空白 住所を入力します。全角半角混在で入力することができ、 

全角では 25文字、半角では 50文字まで入力できます 

住所 2 

(住所の 1段下) 

－  住所に入りきらない場合は、こちらに入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 25文字、 

半角では 50文字まで入力できます 

住所 3 

(住所の 2段下) 

－  住所 1･2に入りきらない場合は、こちらに入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 25文字、 

半角では 50文字まで入力できます 

 

画面入力項目（領収証情報） 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

領収証使用有無フラグ － 空白 HTの領収証で店舗情報を使用しない場合は、 

チェック（✓）をつけ、領収証情報に入力します 

領収証名 － 空白 領収証名を入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 6文字、 

半角では 12文字まで入力できます 

電話番号 － 空白 電話番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

FAX番号 － 空白 FAX番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

郵便番号 － 空白 郵便番号をハイフン(-)含め 7桁以内で入力します 

住所 － 空白 住所を入力します。全角半角混在で入力することができ、 

全角では 19文字、半角では 38文字まで入力できます 

住所 2 

(住所の 1段下) 

－ 空白 住所に入りきらない場合は、こちらに入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 19文字、 

半角では 38文字まで入力できます 



11 

 

画面入力項目（FlashAir情報） 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

FlashAir使用有無 

フラグ 

－ 空白 FlashAirを使用する場合はチェック（✓）をつけます 

FlashAir通信時の 

設定ファイルの PATH 

－ 空白 各マスタの格納先を設定します 

レジスタから受信する際にここで設定されたファイルを 

受信します 

 

画面入力項目（レジスタ設定） 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

レジ No. 必須 空白 レジ Noを「1～99」の範囲で入力します 

フォルダ名 必須 空白 SDカードで使用するフォルダ名を入力します 

英数字半角(大文字)8桁まで入力ができます 

マシン No － 空白 FlashAir使用時は、必ず入力してください 

マシン Noはレジスタと同じ番号を 0埋め 6桁で 

入力します 

備考 － 空白 備考を入力します。 

 

レジスタ設定ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

レジ追加 レジスタ設定の最終行に新規行を追加します 

レジ削除 選択した行を削除します 

フォルダ作成 SDカードにフォルダ名に入力されたフォルダを作成します 

 

ハンディ設定ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

HT追加 HT設定の最終行に新規行を追加します 

HT削除 選択した行を削除します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

参照 FlashAir使用時、各マスタの格納先を参照します 

登録 表示されている内容で登録をします 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 
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4. 各種マスタ設定 

4-1.各マスタ登録の共通操作 

レジへ登録するマスタデータの作成を各画面から行う操作方法を以下に説明します。 

 

CSV出力・CSV取込は、 12.マスタデータを CSV出力、CSV取り込する操作方法 を参照してください。 

レジスタへの反映は SDカードを使用する場合は 5-1.各種マスタを SDカードに書き込みます、 

FlashAirを使用時は 6-1.レジスタでマスタを受信します を参照してください。 

 

【～共通～操作方法】 

以下のマスタデータの作成方法を共通項目として説明します。 

4-2.部門マスタ、4-3.PLU/JANマスタ、4-6.出荷先マスタ、4-7.まとめ値引きマスタ、 

4-10.レジ担当者マスタ、10-1.NON-PLU設定 

 

新規データを作成するには 

①  行挿入 ボタンをクリックします。 

② 追加した行にデータを入力もしくはリスト▼から選択します。 

複数行作成する場合は、①～②の操作を繰り返し行います。 

③ データ入力が完了しましたら、 登録 ボタンをクリックします。 

登録が正常に完了した場合、以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

データを削除するには 

① 削除対象データの削除欄を「対象」にします。複数行の選択が可能です。 

全行を一括選択する場合は、 全削除選択 ボタンをクリックし、削除欄を「対象」状態にします。 

全行を一括選択解除する場合は、 全削除解除 ボタンをクリックし、削除欄を「非対象」にします。 

② 対象データの選択が完了しましたら、 行削除 ボタンをクリックします。 

③ 最後に 登録 ボタンをクリックすると、選択データの削除処理が完了します。 
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データを検索するには 

検索対象項目（コード/名称）を選択します。複数選択はできません。 

① コードを選択した場合 

  入力エリアに検索対象コードを数値で入力します。(半角のみ入力可能)  

  検索結果は、検索対象データに合致するデータのみ表示されます。 

(コード検索結果) 

② 名称を選択した場合 

  入力エリアに検索対象名称を入力します。 

  検索結果は、検索対象となるデータを含んだデータが表示されます。 

  大文字小文字の識別がありますのでご注意ください。 

(名称検索結果) 
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≪各ボタンの機能（ボタンをクリック）≫ 

 

 

ボタン名 内容 

全削除選択 全行を「削除対象」とします 

全削除解除 全行を「削除非対象」とします 

行削除 削除欄が「対象」となっている行を削除します 

行挿入 現在選択されている行の下に新規行を追加します 

CSV出力 指定フォーマットで CSV出力します 

CSV取込 指定フォーマットで作成された CSVファイルを取込みます 

登録 表示されている内容で登録をします 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 
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4-2.部門マスタ 

部門マスタデータの変更・追加・削除を行います。 

 

（部門マスタ画面） 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

削除 必須 非対象 コードを削除する場合は「対象」にします 

コード 必須 空白 部門コードを「1～99」の範囲で入力します 

部門名 必須 空白 全角半角混在の半角 16桁以内で入力します 

グループ番号 必須 1:プラス 

部門 

「1:プラス部門／10:マイナス部門／11:プラス雑部門／ 

12:マイナス雑部門」▼から選択します 

単価 必須 9,999,999 「0～9,999,999」の範囲で入力します 

消費税 必須 内税 「内税/外税/非課税」▼から選択します 

税区分 必須 消費税 1 「消費税 1～2」▼から選択します 

登録タイプ 必須 オープン 「オープン/禁止」▼から選択します 
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4-3.PLU/JAN（商品）マスタ 

PLU/JAN（商品）マスタデータの変更・追加・削除を行います。 

※商品マスタを登録する前に必ず「部門マスタ」「仕入先マスタ」の登録を行ってください。 

 

（PLU/JANマスタ画面） 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

削除 必須 非対象 削除対象データを「対象」にします 

PLU/JAN 

コード 

必須 空白 半角数値 13桁以内で入力します 

 6桁未満：PLUとして登録します 

      バーコードの使用できません 

 6～7桁 ：チェックデジットを付与し UPC-Eとして 

      登録します 

      8桁 JANに変換する場合は「コード識別」を 

      「JAN8」にしてください 

 8桁  ：JAN8として登録します 

 9～11桁：チェックデジットを付与し UPC-Aとして 

      登録します 

 12桁  ：チェックデジットを付与し JAN13として 

      登録します 

 13桁  ：JAN13として登録します 

商品名 必須 空白 全角半角混在の半角 16桁以内で入力します 

商品単価 必須 0 販売価格を「0～999,999」の範囲で入力します 

部門名 必須 - リスト▼から選択します 

部門マスタに登録済みデータが表示されます 

登録タイプ 必須 自動表示 「オープン&プリセット/オープン/プリセット/禁止」▼から 

選択します 
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項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

グループ番号 必須 0 商品グループ番号を「0～99」▲▼から選択します 

0:未設定 

まとめ 

値引き番号 

必須 0:対象外 リスト▼から選択します 

まとめ値引きマスタに登録済みデータが表示されます 

メニュー 

タイプ 

必須 ノーマル 「ノーマル/連結/セット」▼から選択します 

連結及びセットを使用する場合は、連結 PLUマスタ、 

セット PLUマスタの登録が必要です 

テーブル No. 必須 0 連結 PLUマスタ、セット PLUマスタで登録された 

テーブル Noをセットします 

仕入単価 必須 0 仕入単価を「0～999,999」の範囲で入力します 

在庫単価 必須 0 在庫単価を「0～999,999」の範囲で入力します 

入数 必須 0 ケース内の数量を入力します 

＊商品がケースやダースなど箱単位で管理する場合に 

使用します。単品で管理する場合は「0」を入力します 

（例）カートンの場合は、10と入力します 

仕入先 必須 空白 仕入先コードを入力します 

頭の「0」は自動で付加されます 

仕入消費税 必須 内税 仕入の際の消費税を「内税/外税/非課税」▼から選択します 

消費税区分 必須 消費税 1 「消費税 1～2」▼から選択します 

コード識別 必須 自動計算 商品コードの種別を 

「自動計算/PLU/UPC-E/JAN8/UPC-A/JAN13」▼から 

選択します 

システム区分 必須 共通 「共通/販売専用/仕入専用/未使用」▼から選択します 

「仕入専用/未使用」を選択した場合は、レジスタで 

使用できません 

委託商品区分 必須 通常商品 「通常商品/委託商品」▼から選択します 

在庫管理 必須 管理する 「在庫管理する/しない」▼から選択します 

発注点在庫 － 空白 発注する目安にする在庫数を入力します 

適正在庫数 － 空白 最低限必要な在庫数を入力します 
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4-4.得意先マスタ 

 得意先情報を登録します。 

 「HT売上」のみに使用する場合は、コード・名称・請求先コードのみ入力してください。 

  

（得意先マスタ画面） 

<<新規で得意先を登録するには>> 

 ① 得意先コードを入力します。 

 ② 得意先名を入力します。 

 ③  登録 ボタンをクリックします。 

 

<<得意先情報を変更するには>> 

② 得意先情報を変更します。 

③  登録 ボタンをクリックします。 

  

① ② 

③ 
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画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

得意先コード 必須 空白 任意の番号を 6桁以内で入力します 

得意先名称 必須 空白 得意先名を入力します 

電話番号 － 空白 電話番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

FAX番号 － 空白 FAX番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

郵便番号 － 空白 郵便番号をハイフン(-)含め 8桁以内で入力します 

住所 － 空白 住所を入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 18文字、 

半角で 36文字まで入力できます 

住所 2 － 空白 住所を入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 18文字、 

半角で 36文字まで入力できます 
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4-5.仕入先マスタ 

 仕入先情報を登録します。 

 「商品マスタ」「仕入先別売上集計」のみに使用する場合は、コード・名称・請求先コードのみ 

 入力してください。 

 
（仕入先マスタ画面） 

<<新規で仕入先を登録するには>> 

 ① 仕入先コードを入力します。 

 ② 仕入先名を入力します。 

 ③ 登録 ボタンをクリックします。 

 

<<仕入先情報を変更するには>> 

① 仕入先コードを直接入力し、変更対象の仕入先を表示します。 

② 仕入先情報を変更します。 

③  登録 ボタンをクリックします。 

 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

仕入先コード 必須 空白 任意の番号を 13桁以内で入力します 

13桁に満たない場合は、自動的に頭に”0”を付加します 

仕入先区分 必須 空白 「通常／委託」▼から選択します 

シイレサキ 必須 空白 仕入先名カナを入力します 

（仕入先名を入力すると自動でセットされます） 

仕入先 必須 空白 仕入先名を入力します 

部署名 必須 空白 仕入先部署名を入力します 

① 

② 

③ 
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項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

担当者名 必須 空白 仕入先担当者名を入力します 

電話番号 － 空白 電話番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

FAX番号 － 空白 FAX番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

携帯番号 － 空白 携帯番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

郵便番号 － 空白 郵便番号をハイフン(-)含め 7桁以内で入力します 

都道府県 － 空白 都道府県を入力します 

市区町村 － 空白 市区町村を入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 18文字、 

半角で 36文字まで入力できます 

番地 － 空白 番地を入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 18文字、 

半角で 36文字まで入力できます 

ビルアパート名 － 空白 ビル・アパート名を入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 18文字、 

半角で 36文字まで入力できます 

E-Mail － 空白 E-Mailを入力します 

半角英数字で 40文字まで入力できます 

 

画面入力項目（仕入税設定） 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

税込区分 必須 商品優先 「税抜き／税込み／商品優先」▼から選択します 

端数処理 必須 0:四捨五入 「0:四捨五入／1:切上／2:切捨」▼から選択します 

端数対象桁 必須 1 「1／10／100／10000／100000」▼から選択します 

 

画面入力項目（仕入金額設定） 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

端数処理 必須 0:四捨五入 「0:四捨五入／1:切上／2:切捨」▼から選択します 

端数対象桁 必須 1 「1／10／100／10000／100000」▼から選択します 

税通知 必須 3:伝票 「1:免税／2:請求／3:伝票／4:明細」▼から選択します 

 

画面入力項目（支払設定） 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

締日 必須 都度 「都度／1～31日」▼から選択します 

支払月 必須 未設定 「1～98ヵ月／未設定」▼から選択します 

請求先コード 必須 仕入先コード 請求先コードを入力します。特に決まった請求先コードが 

無い場合は、仕入先コードを入力します 
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4-6.出荷先マスタ 

 廃棄や試供品、出荷先等の情報を登録します。 

  

（出荷先マスタ画面） 

<<新規で廃棄情報を登録するには>> 

 ① 出荷先コードを入力します。 

 ② 出荷先名を入力します。 

 ③  登録 ボタンをクリックします。 

 

<<出荷先情報を変更するには>> 

② 出荷先情報を変更します。 

③  登録 ボタンをクリックします。 

  

① ② 

③ 
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画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

出荷先コード 必須 空白 任意の番号を 6桁以内で入力します 

出荷先名称 必須 空白 出荷先名を入力します 

電話番号 － 空白 電話番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

FAX番号 － 空白 FAX番号をハイフン(-)含め 13桁以内で入力します 

郵便番号 － 空白 郵便番号をハイフン(-)含め 8桁以内で入力します 

住所 － 空白 住所を入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 18文字、 

半角で 36文字まで入力できます 

住所 2 － 空白 住所を入力します 

全角半角混在で入力することができ、全角では 18文字、 

半角で 36文字まで入力できます 
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4-7.まとめ値引きマスタ 

 まとめ値引きマスタを登録します。 

 商品をまとめて販売する際、指定した個数に達した際に値引きを行うものです。 

 （例）1個\350の商品を 3個同時に購入すると\50値引き、\1,000にする。 

 

（まとめ値引きマスタ画面） 

<<新規でまとめ値引き情報を登録するには>> 

 ① まとめ値引番号を入力します。 

 ② まとめ値引名を入力します。 

 ③ まとめ数量を入力します。 

 ④ 金額を入力します。 

⑤  登録 ボタンをクリックします。 

 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

削除 必須 非対象 コードを削除する場合は「対象」にします 

まとめ値引き番号 必須 空白 まとめ値引き番号を「1～99」の範囲で入力します 

まとめ値引き名 必須 空白 全角半角混在の半角 16桁以内で入力します 

まとめ値引きが発生した際の値引き名称になります 

数量 必須 空白 まとめ値引き対象個数を「1～99」の範囲で入力します 

金額 必須 0 まとめ合計金額を「0～999,999」の範囲で入力します 

※値引く金額ではありません 

 

  

① ② ③ ④ 

⑤ 



25 

 

4-8.連結 PLU マスタ 

 連結PLU（商品）マスタデータの変更・追加・削除を行います。 

 1 つの商品コードで複数の商品を呼び出す（売上）ことができます。 

 売上は、紐付いた商品の合計になりますので、呼び出すコードには金額を設定しないでください。 

 （例）「文房具セット」という商品に「ノート ¥100」「鉛筆 ¥50」「消しゴム ¥50」商品を紐付けます。 

    「文房具セット」商品を入力することで、同時に「ノート ¥100」「鉛筆 ¥50」「消しゴム ¥50」 

    合計¥200 の売上が立ちます。 

 

（連結PLU マスタ画面） 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

削除 必須 非対象 削除対象データを「対象」にします 

テーブル No. 必須 空白 連結テーブル No.を「1～99」の範囲で入力します 

商品 

コード(1)～ 

商品 

コード(10) 

必須 空白 連結 PLU/JAN（親コード）を入力したときに同時に売上がる 

商品（子コード）をセットします 

PLU及び JANコードどちらも設定できます 
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4-9.セット PLU マスタ 

 セットPLU（商品）マスタデータの変更・追加・削除を行います。 

 セット商品の売上を立てることができます。売上は親コードの金額となり、紐付いた商品の金額は無視され 

 ます。 

 （例）「ランチセット ¥1,000」という商品に「パスタ ¥800」「ドリンク ¥300」商品を紐付けます。 

    「ランチセット」商品を入力することで、同時に「パスタ」「ドリンク」が呼び出されますが。 

    金額が「ランチセット」の¥1,000 となり、差数の¥100 は値引き扱いになります。 

 

（セットPLU マスタ画面） 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

削除 必須 非対象 削除対象データを「対象」にします 

テーブル No. 必須 空白 セットテーブル No.を「1～99」の範囲で入力します 

商品 

コード(1)～ 

商品 

コード(10) 

必須 空白 セット PLU（親コード）を入力したときに同時に売上がる 

商品（子コード）をセットします 

PLUコードのみ設定できます 
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4-10.レジ担当者マスタ 

 レジスタで使用する責任者マスタデータの変更・追加・削除を行います。 

 

（レジ担当者マスタ画面） 

<<新規で担当者を登録するには>> 

 ① 担当者コードを入力します。 

 ② 担当者名、パスワードを入力します。 

③  登録 ボタンをクリックします。 

 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

コード 必須 空白 「1～9999」の範囲で入力します 

責任者名 必須 空白 全角半角混在の半角 24桁以内で入力します 

パスワード 任意 空白 レジで担当者 Noを入力したときに必要になるパスワードを 

入力します 

 

 

   

  

① ② 

③ 
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4-11.ダイレクトキー（ER-A411 FlashAir 使用時のみ有効） 

ダイレクトキーの変更・追加・削除を行います。 

ダイレクトキー（ボタン）に部門または商品（PLU のみ）コードの設定を行います。 

 

（ダイレクトキー設定画面） 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

面 必須 1面 ダイレクトキーの面を選択します 

ダイレクト 

キー 

－ 空白 設定するボタンを選択します 

設定タイプ 必須 PLU ダイレクトキーに設定する項目を「部門／PLU」から選択しま

す 

部門/ 

商品一覧 

－ － 設定タイプが「部門」の場合は部門マスタ 

「PLU」の場合は PLU/JANマスタに登録されている PLU一覧が 

表示されます 

ダイレクトキーに割り当てたい部門コードまたは PLU コード

を 

クリックします 

 

ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

複写 別の店舗に複写します（複数店舗指定ができる場合 ＊オプション機能） 

面設定クリア 選択されている面の設定を全てクリアします 

キー設定クリア 選択されているダイレクトキーボタンの設定をクリアします 
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4-12.機能テキスト 

機能テキストの変更・追加・削除を行います。 

レシートに印字される各名称の変更を行います。 

 

（機能テキスト設定画面） 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

機能キー/ 

メディアキー/ 

機能テキスト 

－ － 設定する項目を切り替えます 

設定値 － － 変更する名称を入力します 

 

ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

複写 別の店舗に複写します（複数店舗指定ができる場合 ＊オプション機能） 

削除 表示されている内容を全て削除します。削除を行ってもレジ側の内容は削除されません 

初期値設定 表示されている内容を初期状態に戻します 
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5. SDカード使用時の各データの受け渡し 

5-1.各種マスタ作成を SD カードに書き込みます 

 各マスタを SDカードに書込みます。 

 書き込んだマスタは、レジスタ側で読込みを行い反映させます。 

 

（SDマスタ書込画面） 

【書込方法】 

① SDカード をパソコンに挿入し、 SDカード検索 ボタンをクリックします。 

② 書込みを行うマスタをチェック（✓）します。 

③  書込 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

SDカード検索ボタンを 

押下時の処理 

必須 画面のレジ No.を 

ドロップダウンで選択 

「画面のレジ No.をドロップダウンで 

選択／SDカードを自動判定」から 

選択します 

レジ No 必須 店舗マスタの 

レジ No.1 

書込みを行うレジスタを▼から 

選択します 

店舗レジマスタに登録されている 

レジ一覧が表示されます 

各種マスタ － 空白 書込みを行うマスタをチェック 

(✓)します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

フォルダ名更新 表示されているフォルダ名を変更します 

SDカード検索 SDカードから表示されているフォルダ名を検索します 

書込 チェック（✓）したマスタを SDカードに書き込みます 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

① 

② 

③ 
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エラーが表示されたら 

  SDカード検索 ボタンをクリック時にエラーが表示された場合は以下の対処をお願いします。 

 

 

・再度 SDカード検索 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 ・挿入されている SDカードに表示されているフォルダが存在しません。 

  店舗マスタ画面にて、フォルダ名を確認し フォルダ作成 ボタンをクリックします。 

 

  ・USBフラッシュメモリ等の SDカード以外の外部メモリが存在します。 

   他の外部メモリを外して、再度 SDカード検索 ボタンをクリックしてください。 
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5-2.部門・商品マスタを SD カードから本システムに取り込みます 

 レジスタの部門・商品マスタを本システムに取り込むことができます。 

 ※レジスタの運用を先に使用していて、本システムを新規に使用する場合のみ有効です。 

 

（SDマスタ取込画面） 

【読込方法】 

①  SDカード をパソコンに挿入し、 SDカード 検索 ボタンをクリックします。 

② 読込みを行うマスタをチェック（✓）します。 

③  読込 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

取込時の処理 
必須 上書き 「上書き／入替え」から選択します 

SDカード検索ボタンを 

押下時の処理 

必須 画面のレジ No.を 

ドロップダウンで選択 

「画面のレジ No.をドロップダウン 

 で選択／SDカードを自動判定」 

から選択します 

レジ No 必須 店舗マスタの 

レジ No.1 

書込みを行うレジスタを▼から 

選択します 

店舗レジマスタに登録されているレ

ジ一覧が表示されます 

各種マスタ － 空白 読込みを行うマスタをチェック 

(✓)します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

フォルダ名更新 表示されているフォルダ名を変更します 

SDカード検索 SDカードから表示されているフォルダ名を検索します 

書込 チェック（✓）したマスタを SDカードから読込みます 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

 

  

① 

② 

③ 
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5-3.レジスタ売上データを本システムに取り込みます 

 SDカードから売上データを取込みます。 

 

（レジ売上データ取込画面） 

【売上取込方法】 

① 売上取込みを行う精算日範囲を入力します。 

② 取込みを行うレジスタを▼から選択します。 

③ SDカード をパソコンに挿入し、 表示 ボタンをクリックします。 

④ 一覧から売上データを取込む日付を選択します。 

⑤  取込 ボタンをクリックします。 

 

  

① 

② 

④ 

⑤ 

③ 
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＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

精算日(開始) 必須 本日 取込みを行う精算開始年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

精算日(終了) 必須 本日 取込みを行う精算開始年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

レジ No 必須 店舗マスタの 

レジ No.1 

書込みを行うレジスタを▼から選択します 

店舗レジマスタに登録されているレジ一覧が 

表示されます 

表示ボタンを 

押下時の処理 

必須 画面のレジ No.を 

ドロップダウンで 

選択 

「画面のレジ No.をドロップダウンで選択／ 

SDカードを自動判定」から選択します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

フォルダ名更新 表示されているフォルダ名を変更します 

表示 SDカードから表示されているフォルダ名を検索します 

全選択 表示されている精算日一覧を全て選択します 

選択解除 選択されている行を全て解除します 

取込 選択した精算日の売上データを取込みます 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 
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6. FlashAir使用時の各データの受け渡し 

6-1.レジスタでマスタを受信します 

 登録した各マスタデータをレジスタ側で受信します。 

 ＊操作はレジスタ側で行います。 

 

 ①  モード切替 ボタンを押します。 

 ② 「8 iSDC」を選択して 現/預/替 ボタンを押します。 

 ③ 「3 通信処理」を選択して 現/預/替 ボタンを押します。 

 ④ 「1 設定ダウンロード」を選択して 現/預/替 ボタンを押します。 

 ⑤ 「1 実行する」を選択して 現/預/替 ボタンを押します。 

 

6-2.レジスタで売上データを送信します 

 通常は自動的に売上データをパソコンに送信しますが、通信のエラー等によりレジスタにデータが 

貯まっている場合は、レジスタからデータを送信することができます。 

 ＊操作はレジスタ側で行います。 

 

「U」のマークが表示されている場合は、データがレジスタに貯まっています 

 ①  モード切替 ボタンを押します 

 ② 「8 iSDC」を選択して 現/預/替 ボタンを押します。 

 ③ 「3 通信処理」を選択して 現/預/替 ボタンを押します。 

 ④ 「2 残データ再送信」を選択して 現/預/替 ボタンを押します。 

 ⑤ 「1 実行する」を選択して 現/預/替 ボタンを押します。 
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7. ハンディターミナルを使います 

7-1.ハンディターミナルに各マスタを送信します 

HTにマスタデータやアプリケーションデータを送信する為の処理です。 

 

（HTマスタ作成） 

【マスタ作成・送信方法】 

①  接続テスト ボタンをクリックし、接続ができているか確認します。 

②  マスタ作成 ボタンをクリックし、ハンディターミナルに送信するマスタをチェック（✓）します。 

③  マスタ送信 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

マスタ作成 ハンディターミナルのマスタを作成します 

マスタ送信 ハンディターミナルに作成したマスタを送信します 

マスタ送信 

設定 

ハンティターミナルに送信するマスタを設定します 

マスタ作成時にチェック（✓）された内容が表示されます 

アプリ送信 ハンディターミナルのアプリケーションを送信します 

ハンディターミナルが初期化されてしまった場合に送信します 

接続テスト ハンディターミナルと接続できているか確認します 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

 

 

  

① ② ③ 



37 

 

7-2.ハンディターミナルから各データを受信します 

 ハンディターミナルから各データを受信します。 

 現在使用できるデータは「売上」のみになります。 

 

（HTデータ受信画面） 

【データ受信方法】 

①  接続テスト ボタンをクリックし、接続ができているか確認します。 

②  データ受信 ボタンをクリックし、ハンディターミナルからデータを受信します。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

接続テスト ハンディターミナルと接続できているか確認します 

データ受信 ハンディターミナルからデータを受信します 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

 

  

① ② 
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7-3.ハンディターミナルで入力された未登録商品の処理 

 ハンディターミナルから仕入データを受信した際に、本システムに登録されていない商品の登録を 

することができます。 

 

（HTマスタ未登録画面） 

【データ受信方法】 

① ハンディターミナルで入力された商品の情報が表示されます。 

 不足している項目や表示されている項目を修正します。 

②  登録 ボタンをクリックし、商品の登録を行います。 

＊登録後、商品マスタにて対象商品の内容を確認してください。 

  

① 

① 
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＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

削除 必須 非対象 削除対象データを「対象」にします 

商品コード 必須 HTで入力された 

商品コード 

半角数値 13桁以内で入力します 

商品名 必須 空白 全角半角混在の半角 16桁以内で入力します 

単価 必須 HTで入力された単価 販売価格を「0～999,999」の範囲で入力します 

仕入単価 必須 HTで入力された 

仕入単価 

仕入単価を「0～999,999」の範囲で入力します 

部門 必須 HTで入力された 

部門 

リスト▼から選択します 

部門マスタに登録済みデータが表示されます 

仕入先 必須 HTで入力された 

仕入先 

仕入先コードを入力します 

頭の「0」は自動で付加されます 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

行削除 削除欄が「対象」になっている商品の削除を行います 

登録 表示されている内容で商品マスタに登録を行います 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 
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7-4.ハンディターミナルエラー一覧の処理 

 ハンディターミナルから売上受信時、エラー一覧にてエラー内容の確認・修正をすることができます。 

 

（HTエラー一覧画面） 

【修正画面表示方法】 

① エラー一覧を表示する取込日範囲を入力します。 

② 業務をチェックします。 

③ エラーがある取込日の一覧が表示されます。 

④ 修正する取込日を選択して 修正 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

取込日(開始) 必須 本日 表示する取込日開始年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

取込日(終了) 必須 本日 表示する取込日終了年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

業務 必須 全てチェック（✓） 表示する業務を「売上/仕入/棚卸/発注」から 

選択します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

修正 選択した取込日のデータを修正します 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

 

① ② 

③ 

④ 
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■エラー修正・再取込み手順 

 

（修正画面） 

【エラー修正方法】 

① 説明欄に「エラー内容」が表示されます。対象のエラーを修正します。 

②  登録 ボタンをクリックします。 

③ エラーが全て修正されると 再取込 ボタンが有効になります。 

 再取込 ボタンクリックして、データを取り込みます。 

＊画面の例では、HTの番号が「3」になっています。 

本システムで登録されている HTの番号は「2」のため、エラーになっています。 

HT番号を「2」に修正して 登録 ボタンをクリック。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目（売上データ） 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

売上日 必須 HTで入力された 

売上日 

売上日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

HT番号 必須 HTで入力された 

HT番号 

HT番号を入力します 

頭の「0」は自動で付加されます 

担当者番号 必須 HTで入力された 

担当者コード 

担当者コードを入力します 

 

顧客コード － HTで入力された 

顧客コード 

顧客コードを入力します（空白可） 

 

削除 必須 非対象 削除対象データを「対象」にします 

商品コード 必須 HTで入力された 

商品コード 

商品コードを 13桁以内で入力します 

① 

② ③ 
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項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

顧客区分 必須 HTで入力された 

顧客区分 

「通常/会員」▼から選択します 

売価 必須 HTで入力された売価 売価を入力します 

数量 必須 HTで入力された数量 販売数量を入力します 

値引区分 － HTで入力された 

値引区分 

仕入区分を「値引/割引/無し」▼から 

選択します 

値引率 － HTで入力された 

値引率 

割引率を入力します(値引が無い場合は空白) 

値引金額 － HTで入力された 

値引金額 

割引金額を入力します(値引が無い場合は空白) 

仕入先コード 必須 HTで入力された 

仕入先コード 

仕入先コードを 13桁以内で入力します 

頭の「0」は自動で付加されます 

商品コード 必須 HTで入力された 

商品コード 

商品コードを 13桁以内で入力します 

箱数 必須 HTで入力された箱数 箱単位で仕入れた場合は箱数を入力します 

数量 必須 HTで入力された数量 単品で仕入れた場合は数量を入力します 

 

画面入力項目（仕入データ） 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

削除 必須 非対象 削除対象データを「対象」にします 

HT番号 必須 HTで入力された 

HT番号 

HT番号を入力します 

頭の「0」は自動で付加されます 

担当者コード 必須 HTで入力された 

担当者コード 

担当者コードを入力します 

 

仕入日 必須 HTで入力された仕入

日 

仕入日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

支払区分 必須 HTで入力された 

仕入区分 

支払区分を「掛/信用/現金」▼から選択します 

伝票番号 － HTで入力された 

伝票番号 

伝票番号を入力します（空白可） 

仕入先コード 必須 HTで入力された 

仕入先コード 

仕入先コードを 13桁以内で入力します 

頭の「0」は自動で付加されます 

商品コード 必須 HTで入力された 

商品コード 

商品コードを 13桁以内で入力します 

箱数 必須 HTで入力された箱数 箱単位で仕入れた場合は箱数を入力します 

数量 必須 HTで入力された数量 単品で仕入れた場合は数量を入力します 
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画面入力項目（棚卸データ） 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

削除 必須 非対象 削除対象データを「対象」にします 

HT番号 必須 HTで入力された 

HT番号 

HT番号を入力します 

頭の「0」は自動で付加されます 

担当者コード 必須 HTで入力された 

担当者コード 

担当者コードを入力します 

 

棚卸日 必須 HTで入力された棚卸

日 

棚卸日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

商品コード 必須 HTで入力された 

商品コード 

商品コードを 13桁以内で入力します 

箱数 必須 HTで入力された箱数 箱単位で仕入れた場合は箱数を入力します 

数量 必須 HTで入力された数量 単品で仕入れた場合は数量を入力します 

 

画面入力項目（発注データ） 

項目名 入力 

有無 

初期値 入力内容 

削除 必須 非対象 削除対象データを「対象」にします 

HT番号 必須 HTで入力された 

HT番号 

HT番号を入力します 

頭の「0」は自動で付加されます 

担当者コード 必須 HTで入力された 

担当者コード 

担当者コードを入力します 

 

発注日 必須 HTで入力された発注

日 

発注日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

仕入先コード 必須 HTで入力された 

仕入先コード 

仕入先コードを 13桁以内で入力します 

頭の「0」は自動で付加されます 

商品コード 必須 HTで入力された 

商品コード 

商品コードを 13桁以内で入力します 

箱数 必須 HTで入力された箱数 箱単位で仕入れた場合は箱数を入力します 

数量 必須 HTで入力された数量 単品で仕入れた場合は数量を入力します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

再取込 修正したデータを再取込みすることができます 

（エラーを修正し 登録 ボタンをクリックすることで使用可能になります） 

行削除 削除欄で「対象」になっている行を削除します 

明細削除 表示されているデータを全行削除します 

未登録マスタメンテ 仕入処理のみ表示されます 

本システムに登録されていない商品の登録をすることができます 

操作につきましては 9-3. ハンディターミナルで入力された未登録商品の処理 

を参照してください 

登録 表示されている内容で登録を行います 

閉じる 売上再取込処理画面を終了し、HTエラー一覧画面に戻ります 
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8. 売上データを印刷します 

8-1.【事前処理】 

印刷処理を行う前に「部門グループ」「時間帯別」の設定を行います。 

部門設定 

8-3.部門グループ印刷の帳票のタイトルと集計する部門または PLU/JANを設定します。 

項目は 8つまで設定でき、抽出項目に登録された部門または PLU/JAN毎に集計し表示・出力します。 

 

（部門グループ画面） 

 

（部門設定画面） 

①  行追加 または 行挿入 ボタンをクリックします。 

② 追加された行にタイトルと集計する出力内容・出力区分を入力します。 

③ 「選択値」から集計する部門または PLU/JANコードを「抽出項目」にドラッグします。 

④  登録 ボタンをクリックします。 

① 

② 

③ 

④ 

ドラッグ 
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＜入力項目・ボタン一覧＞ 

8-1-1-1.画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

タイトル 必須 － 各帳票出力の「部門別」帳票のタイトルを入力します 

出力内容 必須 選択地 出力内容を▼から選択します 

出力区分 必須 部門 「部門/PLU/JAN」▼から選択します 

 

8-1-1-2.各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

行追加 表示されている一番下に行を追加します 

行挿入 選択されている行の下に挿入します 

行削除 選択されている行を削除します 

登録 表示されている内容で登録します 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 
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出力時間帯設定 

8-5.時間帯印刷の帳票のタイトルと集計する時間帯を設定します。 

時間帯は 4つまで設定でき、開始・終了で設定された範囲の売上データを集計し、表示・出力します。 

「精算時間設定」は開始時間「00:00」～終了時間「24:00」で設定してください。 

 

（時間帯画面） 

 

 

（時間帯設定画面） 

①  行追加 または 行挿入 ボタンをクリックします。 

② 追加された行に集計する時間帯と表示するタイトルを入力します。 

③  登録 ボタンをクリックします。 

 

① 

③ 

② 
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＜入力項目・ボタン一覧＞ 

8-1-2-1.画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

時間（開始） 必須 － 集計する時間範囲の開始時間を 24時間制で 4桁入力します 

4:00の場合は 04:00と入力します 

時間（終了） 必須 － 集計する時間範囲の終了時間を 24時間制で 4桁入力します 

4:00の場合は 04:00と入力します 

帳票 

タイトル 

必須 － 各帳票出力の「時間帯別」帳票のタイトルを入力します 

 

8-1-2-2.各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

行追加 表示されている一番下に行を追加します 

行挿入 選択されている行の下に挿入します 

行削除 選択されている行を削除します 

登録 表示されている内容で登録します 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 
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8-2.【～共通～操作方法】 

以下の帳票データのボタン機能を共通項目として説明します。 

 

≪各ボタンの機能（ボタンをクリック）≫ 

 

（部門・商品・時間帯画面） 

ボタン名 内容 

CSV出力 CSV設定で指定した場所に CSVファイルを出力します 

CSV設定 CSVの出力先を設定します 

プレビュー 印刷イメージを表示します 

※プレビューボタンをクリック後、別の処理を行うと画面が固まることがあります 

印刷 印刷を行います 

印刷設定 プリンタの設定を行います 

閉じる 本画面を閉じ、メインメニューに戻ります 
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8-3.部門グループ印刷 

指定した売上日範囲、8-1-1.出力部門設定で設定した部門別、PLU/JAN別、8-1-2.出力時間帯設定で  

設定した時間帯別の売上データを印刷・CSV出力します。 

 

（部門グループ画面） 

【出力方法】 

① 売上日範囲を入力します。 

②  印刷 ボタンをクリックします。 

 

＊部門別の件数には、取引後訂正の件数は含まれません。 

 

 

（部門グループ印刷イメージ） 

 

  

① 

② 
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8-4.PLU/JAN 別印刷 

指定した売上日範囲で PLU/JAN別の売上データを印刷・CSV出力します。 

  

（PLU/JAN別画面） 

【出力方法】 

① 売上日範囲を入力します。 

②  印刷 ボタンをクリックします。 

 

 

（PLU/JAN別印刷イメージ） 

 

  

① 

② 
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8-5.時間帯印刷 

指定した売上日範囲、8-1-2.出力時間帯設定で設定した時間帯別の売上データを印刷・CSV出力します。 

  

（時間帯別画面） 

【出力方法】 

① 売上日範囲を入力します。 

②  印刷 ボタンをクリックします。 

 

＊時間帯別の客数及び個数は、取引後訂正の分をプラスで集計します。 

 

 

（時間帯別印刷イメージ） 

 

  

① 

② 



52 

 

8-6.時間帯別商品別－日報 

指定した売上日の時間帯別の売上を商品毎に金額・個数に画面を分けて表示します。 

  

（時間帯別商品画面） 

【出力方法】 

① 表示する売上日を入力します。 

② 表示設定を選択します。 

③  表示 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

日付 必須 本日 表示する売上日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

表示設定 必須 売上のある商品のみ表示 「売上のある商品のみ表示／全て表示」から 

選択します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

時間帯設定 表示する時間帯を設定します 

表示 入力された売上日・表示設定の内容で商品毎の売上を表示します 

CSV設定 CSV出力先・ファイル名を設定します 

CSV出力 表示されている内容を CSV形式で出力します 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

① 
② 

③ 
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8-7.仕入先別売上 

指定した売上日範囲、表示条件で仕入先毎の売上データを印刷・CSV出力します。 

 

（仕入先別印刷画面） 

【出力方法】 

① 集計する売上日範囲を入力します。 

② 表示条件（１）で「指定期間内で売上の有る商品を表示／無い商品を表示」から選択します。 

③ 表示条件（２）で「通常商品のみを表示／委託商品のみを表示」から選択します。 

  通常商品／委託商品は、商品マスタで選択します。 

④  印刷 ボタンをクリックします。 

  ＊仕入先を「全件表示」で印刷を行った場合、仕入先毎に改ページされて印刷されます。 

 

 
（仕入先別売上印刷イメージ） 

 

  

① 
② ③ 

④ 
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＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

売上日 

（開始） 

必須 本日 売上集計をする開始年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

売上日 

（終了） 

必須 本日 売上集計をする開始年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

表示条件 

(1) 

必須 指定期間内で売上のある 

商品を表示 

表示条件を 

「指定期間内で売上の有る商品を表示/ 

指定期間内で売上の無い商品を表示」 

から選択します 

表示条件 

(2) 

必須 通常商品のみを表示 表示条件を 

「通常商品のみを表示/委託商品のみを表示」 

から選択します 
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8-8.商品別一覧（CSV 出力） 

指定した売上日範囲、出力条件で日別の売上データを CSVで出力します。 

 

（商品別日別売上画面） 

 

 

（CSV出力画面） 

【出力方法】 

① 集計する売上日範囲を入力します。 

② 出力対象選択で「売上有りの商品のみ出力／全商品を出力」から選択します。 

③ 出力順選択で「商品コード順／部門コード・商品コード順」から選択します。 

④  CSV出力 ボタンをクリックします。 

⑤ 保存する場所を▼から選択します。 

⑥ ファイル名を入力します。 

⑦  保存 ボタンをクリックします。 

 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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（CSV出力イメージ） 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

売上日(開始) 必須 本日 売上集計をする開始年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

売上日(終了) 必須 本日 売上集計をする開始年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

出力対象選択 必須 売上有りの 

商品のみ出力 

出力対象選択で 

「売上有りの商品のみ出力／全商品を出力」 

から選択します 

出力順選択 必須 商品コード順 出力順選択を 

「商品コード順／部門コード・商品コード順」 

から選択します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

CSV出力 出力対象選択/出力順選択の内容で指定期間内の売上一覧を CSV出力します 

閉じる 本画面を終了し、商品別一覧入力画面に戻ります 
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8-9.日報・月報 

指定した売上日、売上月、出力条件で商品毎の日別の売上数を印刷します。 

 

（商品別月報画面） 

【出力方法】 

① 日報出力／月報出力を選択します。 

② 日報：集計する売上年月日を入力します。 

  月報：集計する利上げ年月を入力します。 

③ 出力対象選択で 

  日報：「売上有りの商品のみ出力／全商品を出力」から選択します。 

  月報：「売上有りの商品のみ出力／全商品を出力／日単位表示／月単位表示」から選択します。 

④ 端数処理設定で「小数表示桁数」を入力します。 

端数処理を「切上げ／切捨て／四捨五入」から選択します。 

⑤  印刷 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

日報出力/ 

月報出力 

必須 日報出力 日報または月報出力を選択します 

 

売上日付(日報)/ 

売上月(月報) 

必須 本日 日報：売上集計する年 4桁、月 2桁、日 2桁で 

入力します 

月報：売上集計をする年 4桁、月 2桁で 

入力します 

(1月の場合は 01月と入力します) 

出力対象選択 必須 売上有りの 

商品のみ出力 

出力対象選択で 

日報：「売上有りの商品のみ出力／全商品を出力」 

から選択します 

月報：「売上有りの商品のみ出力／全商品を出力／日

単位表示／月単位表示」 

から選択します 

① 

② 

③ 

④ 
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項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

小数表示桁数 必須 0 粗利率の小数桁数を 1～3以内で入力します 

0:小数桁を表示しない 

端数処理 必須 切上げ 粗利率の端数処理を 

「切上げ／切捨て／四捨五入」から選択します 

 

 

 

（日報印刷イメージ） 

 

 

（月報－月単位表示印刷イメージ） 
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（月報－日単位表示印刷イメージ） 
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8-10.時間帯別商品別－月報 

指定した売上月の時間帯別の売上を商品毎に金額・個数に画面を分けて表示します。 

  

（時間帯別月報画面） 

【出力方法】 

① 表示する売上月を入力します。 

② 表示設定を選択します。 

③  表示 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

月 必須 本日の年月 表示する売上月を 6桁で入力します 

月が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01) 

表示設定 必須 売上のある商品のみ 

表示 

「売上のある商品のみ表示／全て表示」から 

選択します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

時間帯設定 表示する時間帯を設定します 

表示 入力された売上日・表示設定の内容で商品毎の売上を表示します 

CSV設定 CSV出力先・ファイル名を設定します 

CSV出力 表示されている内容を CSV形式で出力します 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

① 
② 

③ 
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8-11.売上速報 

ソフトを起動した日＝売上日 として当日現在・当月・前回のダイジェスト日のデータを表示します。 

  

（売上速報画面） 

【出力方法】 

① 前回のダイジェスト日を変更する時は日付を入力します。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

前回 

ダイジェスト 

必須 前回の日 表示する売上日を 4桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:01) 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

 

  

① 
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8-12.取引別日報 

指定した精算日範囲、レジ Noの取引別売上げを印刷します。 

 

（取引別日報画面） 

【出力方法】 

① 集計する精算日範囲を入力します。 

② 出力するレジ Noを▼から選択します。 

③ 精算回数を▼から選択します。 

④  印刷 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

精算日(開始) 必須 本日 集計をする精算開始年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

精算日(終了) 必須 本日 集計をする精算終了年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

レジ No 必須 全レジ 表示するレジ Noを▼から選択します 

精算回数 必須 0:合算 表示する精算回数を▼から選択します 

※1日に数回精算した場合に選択ができます 

 

 

① 
② 

④ 

③ 
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（取引別印刷イメージ） 
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8-13.部門別 

指定した精算日範囲、レジ Noの部門別売上を印刷します 

 

（部門別画面） 

【出力方法】 

① 集計する精算日範囲を入力します。 

② 出力するレジ Noを▼から選択します。 

③  印刷 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

精算日(開始) 必須 本日 集計をする精算開始年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

精算日(終了) 必須 本日 集計をする精算終了年月日を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

レジ No 必須 全レジ 表示するレジ Noを▼から選択します 

 

 

① 
② 

③ 
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（部門別印刷イメージ） 
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8-14.日別売上月報 

指定した売上月の売上データを表示・印刷します。 

  

（日別売上月報画面） 

【出力方法】 

① 集計する売上月を入力します。（画面表示時は当月が自動で表示します） 

②  印刷 ボタンをクリックします。 

 
（日別売上月報印刷イメージ） 

① 

② 
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9. バーコードを印刷します 

9-1.ラベルデザイン 

 各種シートに合わせたラベルフォーマットの作成を行います。 

 画面は初期設定されているラベルフォーマット（６５面）の内容です。 

 

（ラベルデザイン画面） 

【設定方法】 

① 設定するフォーマット名を選択します。 

② 座標設定画面にて、レイアウトを変更します。 

③  登録 ボタンをクリックします。 

 

  

① 

② 

③ 
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＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

フォーマット名 必須 1.ラベル(65面) 修正を行うフォーマット名を▼から選択します 

座標設定画面 必須 － 各項目をクリックし、マウスでドラッグをして 

レイアウトを修正します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

項目編集 項目を編集する時にクリックします。通常は変更できないようにロックされています 

登録 表示されている内容で登録を行います 

行削除 項目の削除を行います ※項目を削除すると印刷自体できなくなることがあります 

行挿入 行挿入を行って、新しい項目を追加します 

印刷 現在のレイアウトを印刷します 

印刷設定 プリンタの設定を行います 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

 

<<印刷設定画面>> 

はじめて印刷する場合は、必ず設定してください。 

 

（印刷設定画面） 

 ① 「登録プリンタ」で印刷プリンタをリスト▼から選択します。 

 ②  登録 ボタンをクリックします。 

 

  

① 

② 
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9-2.バーコード印刷 

 バーコードを印刷します。 

 

（ラベル発行画面） 

【印刷方法】 

① 設定するフォーマット名を選択します。 

② 一覧から印刷する商品の「発行数」を入力します。 

③  ラベル発行 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

フォーマット 

名 

必須 1.ラベル(65面) 修正を行うフォーマット名を▼から選択します 

抽出条件 必須 部門 画面に表示する商品一覧を 

「部門／仕入先」から選択します 

表示順指定 必須 1.商品コード順に 

表示 

「1.商品コード順に表示／2.部門コード順に表示

／ 

 3.仕入先コード順に表示」▼から選択します 

発行数 必須 0 ラベル発行枚数を入力します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

数量クリア 入力された発行枚数を一括でクリア（0）にします 

ラベル発行 入力された発行数で印刷します 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

① 

② 

③ 
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10. その他 

10-1.NON-PLU（インストアマーキング）設定 

インストアマーキングデータの変更・追加・削除を行います。 

コード識別が 13桁の場合「区分 1-1＋区分 1-2＋区分 2＋チェック桁」の合計桁数が 12桁、 

コード識別が 8桁の場合「区分 1-1＋区分 1-2＋区分 2＋チェック桁」の合計桁数が 7桁になるように 

設定します。 

 

（NON-PLUマスタ画面） 

<<新規で NON-PLUを登録するには>> 

 ① コード識別「8桁/13桁」からを選択します。 

 ② 識別コードを入力します。 

 ③ NON-PLU情報(各区分、桁数)を入力します。 

④  登録 ボタンをクリックします。 

 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

コード桁 必須 禁止 「禁止/13桁/8桁」▼から選択します 

識別コード 必須 空白 コード識別が「13桁」の場合は 2桁のシステムコードを 

入力します 

コード識別が「8桁」の場合は 1桁のシステムコードを 

登録します 

※「11･97」はシステムコードとして使用できません 

区分 1-1 必須 未設定 「未設定/生産者/商品 CD」▼から選択します 

桁 必須 0 区分 1-1の桁数を入力します 

区分 1-2 必須 未設定 「未設定/生産者/商品 CD」▼から選択します 

桁 必須 0 区分 1-2の桁数を入力します 

区分 2 必須 単価 「単価/数量」▼から選択します 

桁 必須 0 区分 2の桁数を入力します 

小数桁 必須 0 「0/1/2/3」▼から選択します 

チェック桁 必須 無し 「無し/あり」▼から選択します 

 

  

③ 

① 

② 
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※区分 1・区分 2長さ 算出方法※ 

コード種別 チェック桁 算出方法 

コード種別 

(13桁) 

チェック桁あり 

(1桁) 

区分 1-1＋区分 1-2＋区分 2＋チェック桁(1桁) 

＝10桁 

コード種別 

(13桁) 

チェック桁なし 区分 1-1＋区分 1-2＋区分 2＋チェック桁 

＝11桁 

コード種別 

(8桁) 

チェック桁なし 区分 1-1＋区分 1-2＋区分 2＋チェック桁 

＝7桁 

 

◆設定例 

     

13桁、商品コード 5桁、価格 5桁の NON-PLUコードを作成する場合 

 

 

     

   13桁、生産者コード 2桁、商品コード 3桁、価格 5桁の NON-PLUコードを作成する場合 

 

 

     

8桁、商品コード 2桁、価格 4桁の NON-PLUコードを作成する場合 
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10-2.ライセンス追加 

 レジスタの追加（有償）があった場合に登録します。 

 

（ライセンス追加画面） 

【CDキー登録方法】 

 弊社に製造番号、インストール Noをご報告ください。折り返し、CDキーを発行いたします。 

① 送付された CDキーを入力します。 

②  登録 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

CDキー 必須 空白 CDキーを入力します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

登録 入力した CDキーを登録します 

登録が完了すると、店舗マスタにて 2台目以降のレジ追加が可能になります 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

 

  

① 

② 
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10-3.出荷処理 

 商品の店舗移動や試供品、出荷により消費・移動した商品の登録を行います。 

 

（廃棄処理画面） 

【新規登録方法】 

① 出荷先（廃棄先）コードを入力します。 

② 出荷日（廃棄日）を 8桁で入力します。 

③ 商品検索より商品を選択します。 

④ 廃棄数量を入力します。PLU/JANマスタで入数に入力がある場合は、箱数の入力ができます。 

⑤  登録 ボタンをクリックします。 

 

  

① 
② 

④ 

③

② 

⑤ 
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＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

出荷先 必須 空白 出荷先（廃棄先）コードを入力します 

出荷日 必須 本日 出荷（廃棄）日を入力します 

伝票番号 － 空白 伝票番号を数値で入力します 

数値以外の入力はできません 

備考 － 空白 備考を入力します 

商品コード 必須 空白 商品コードを入力するか商品検索ボタンより 

選択を行います 

箱数 － 空白 PLU/JANマスタの入数に数値が入っている場合は 

箱数の入力ができます 

数量 必須 空白 出荷（廃棄）数量を入力します 

単位 － 空白 商品の単位を入力します 

備考欄 － 空白 備考を入力します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

伝票検索 過去に登録された出荷（廃棄）伝票の検索を行います 

商品検索 商品の検索を行います 

出荷検索 廃棄先の検索を行います 

新規伝票 表示されている伝票を破棄し、新規伝票画面を表示します 

行挿入 出荷（廃棄）する商品の行を追加します 

行削除 選択している行の削除を行います 

伝票削除 表示されている出荷（廃棄）伝票を削除します 

登録 表示されている内容で登録を行います 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 
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<<過去に入力した仕入伝票を表示するには>> 

過去に入力した廃棄（出荷）伝票を検索します。 

 
（廃棄（出荷）伝票検索画面） 

【伝票選択方法】 

 ① 検索する日付範囲を 8桁で入力します。 

② 一覧から表示する伝票を選択します。 

 ③  選択 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

検索開始日 必須 本日 検索する開始伝票日付を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

検索終了日 必須 本日 検索する終了伝票日付を 8桁で入力します 

月日が 1桁の場合は頭に”0”を付加します 

(例:2015/01/01) 

出荷先コード － 空白 抽出する出荷コードを入力または出荷検索より 

選択します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

出荷先検索 出荷先（廃棄先）を検索します 

選択 詳細を表示する伝票を選択します 

閉じる 本画面を終了し、廃棄処理入力画面に戻ります 

② 

③ 

① 
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<<出荷先（廃棄先）検索画面>> 

廃棄先（出荷先）を検索します。 

 

（廃棄（出荷）先検索画面） 

【出荷（廃棄）先選択方法】 

 ① 一覧から出荷（廃棄）先を選択します。 

 ②  決定 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

検索条件 必須 コード 検索条件を「コード/名称」から選択します 

検索内容 － 空白 検索条件で設定した検索項目入力します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

検索 検索条件、検索内容より廃棄先（出荷先）の検索を行います 

リセット 検索内容をクリアします 

決定 選択した出荷先（廃棄先）を廃棄伝票入力の出荷先にセットします 

閉じる 本画面を終了し、廃棄処理画面に戻ります 

 

  

① 

② 
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<<商品検索画面>> 

廃棄数を入力する商品を検索します。 

 

（商品検索画面） 

【商品先選択方法】 

 ① 部門または仕入先を選択し、商品一覧を表示します。 

② 対象の商品を選択します。クリックしたところが青くなり、再度クリックすると解除されます。 

 ③  決定 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

抽出条件 必須 部門 商品一覧を表示するカテゴリを「部門/仕入先」から 

選択します 

検索条件 必須 商品コード 検索条件を「商品コード/商品名」から選択します 

検索内容 － 空白 検索条件で設定した検索項目入力します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

検索リセット 検索内容をクリアします 

全選択 表示されている商品を全件選択します 

選択解除 選択されている商品を全件解除します 

選択行のみ表示 選択した商品のみ表示します 

決定 選択した商品を廃棄（出荷）伝票入力の明細にセットします 

閉じる 本画面を終了し、廃棄(出荷)伝票入力画面に戻ります 

① 

③ 

② 
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10-4.税設定 

 税率の変更があった場合に登録します。 

 

（税率設定画面） 

【設定方法】 

① 行追加をします。 

② №を入力します。 

③ 税率設定を適用する日付を西暦８桁で入力します。 

④ 新税率を入力します。 

⑤  保存 ボタンをクリックします。 

 

＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

№ 必須 空白 №を入力します 

摘要日付 必須 空白 適用する日付を西暦 8桁で入力します 

税率 必須 空白 税率を入力します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

行追加 行を追加します(最終行) 

行削除 選択行を削除します 

保存 入力した内容で登録します 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 

① 

② ③ ④ 

⑤ 
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11. データベースのバックアップ・復元 

11-1.DB バックアップ 

現在のデータベース（マスタ及びデータ）のバックアップを保存します。 

バックアップファイルを別の場所に保存することで、パソコンが壊れた際にバックアップファイルから 

復元することができます。※バックアップを保存した時点のデータになります。 

 

（DBバックアップ画面） 

【バックアップファイルの保存方法】 

① バックアップ 1の「実行」にチェック（✓）します。 

② DBのバックアップ保存先を入力します。 

③ 保存する DB名を入力します。 

④  実行 ボタンをクリックします。 

＊同時に 2か所に保存できます。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 
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＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目（バックアップ 1） 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

実行 必須 － 
実行にチェック（✓）を 

つけます 

サーバ上のコピー先 

フォルダ 1 
必須 インストールフォルダ\DB_BAK 

DBファイルの保存先を 

入力します 

ファイル名 必須 CACHE_DB_YYYYMMDD_BAK 本日の日付が入った 

ファイル名が表示されます 

 

画面入力項目（バックアップ 2） 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

実行 必須 － 
実行にチェック（✓）を 

つけます 

サーバ上のコピー先 

フォルダ 2 
必須 インストールフォルダ\DB_BAK 

DBファイルの保存先を 

入力します 

ファイル名 必須 CACHE_DB_YYYYMMDD_BAK 本日の日付が入った 

ファイル名が表示されます 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

実行 バックアップ先フォルダに表示されているファイル名でバックアップファイルが 

保存されます 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 
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11-2.DB 復元 ※FlashAir をお使いの場合、この機能はご使用いただけません 

10-1で保存したデータベースのバックアップファイルから、マスタ及びデータの復元を行います。 

復元されるマスタ及びデータは、保存した時点のデータになります。 

バックアップ保存時から現在までの間にマスタ及びデータの更新がある場合は、 

この間のデータが消失してしまうので、ご注意ください。 

 

※FlashAirご利用の場合、逐次売上データを処理しているため復元処理はできません。 

 

（DB復元） 

【バックアップファイルの復元方法】 

① 実行にチェックを付けます。 

② DB名を入力します。（11-1.DBバックアップ画面の右上に表示されています） 

③ 11-1. DBバックアップで保存したファイル名を入力します。 

④  実行 ボタンをクリックします。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 
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＜入力項目・ボタン一覧＞ 

画面入力項目 ＊同時に 2つのファイルを復元できません 

（バックアップ 1／バックアップ 2どちらかを入力してください） 

項目名 
入力 

有無 
初期値 入力内容 

DB名 必須 空白 データベース名を入力します 

ファイル名 必須 直近の 

バックアップファイル名 

復元するバックアップファイル名を 

入力します 

 

各ボタンの機能（ボタンをクリック） 

ボタン名 内容 

実行 バックアップ先フォルダに保存されているバックアップファイルから、 

データベースを復元します 

保存した日時から、復元されるまでの間にマスタ追加や売上データの受信をされた 

場合は、データが紛失しますのでご注意ください 

閉じる 本画面を終了し、メインメニューに戻ります 
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12. マスタデータを CSV出力、CSV取り込みする操作方法 

各マスタ(部門、PLU/LAN(商品)、仕入先、まとめ値引き)は、 

CSVへのデータ出力や CSVファイルからのデータ取込をすることができます。 

 

12-1.CSV 出力 

CSV出力方法 

①  各マスタの CSV出力 ボタンをクリックすると、CSV出力(ファイル保存)画面が表示されます。 

 

        （CSV出力(ファイル保存)画面） 

 

②  作成した CSVファイルを保存します。 

赤い○：矢印から CSVファイルを保存するフォルダを選択します。 

青い○：保存する CSVファイルの名称を記入します。 

緑の○： 保存 ボタンをクリックすると、マスタの CSVファイルが作成されます。 

 

③ 正常に CSV出力が完了すると、以下の確認メッセージが表示されます。 
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12-2.CSV 取込 

Excelで作成した CSVファイル、又は CSV出力で保存したファイルを一部加工しマスタデータとして 

取込むことができます。 

CSV出力で出力したレイアウトは、基本的には CSV取込フォーマットと同じですので、 

そのままデータを作成後、取込むことができます。 

 

※注意 CSVファイルのレイアウトが間違っている場合は、取込エラーになります 

12-3.CSV取込フォーマットを参照してください 

 

 

CSV取込方法 

①  各マスタの CSV取込 ボタンをクリックすると、CSV取込（ファイル選択）画面が表示されます。 

 

      （CSV取込（ファイル選択）画面） 

②  作成した CSVファイルを選択します。 

赤い○：矢印から CSVファイルが保存されているフォルダを選択します。 

青い○：取り込みを行う CSVファイルを選択します。 

緑の○： 開く ボタンをクリックすると、CSVファイルの取込が開始されます。 

 

③ 正常に CSV取込が完了すると、一覧画面に取込まれたデータが反映します。 

最後に画面の 登録 ボタンをクリックして、データを登録します。 
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エラー発生時の処理 

エラーが発生すると、以下のメッセージが表示されエラーログが作成されます。 

エラーログは取込に使用した CSVファイルと同じフォルダ内に作成されます。 

エラーログファイル名は、[ CSV取込ファイル名.Log ] です。 

エラーログの内容を確認し、CSVファイルを訂正した後、再度取込を行ってください。 

 

 

＜各マスタ CSVレイアウト＞ 

各 CSVファイルは、「開始行・ヘッダ行・明細行・終了行」で指定します。 

開始行と終了行は、全ての CSVで共通です。 

ヘッダ行、明細行は、それぞれのマスタに合わせて作成してください。 

(インストールフォルダ\CSVに各マスタのサンプル CSVが格納されています)  

桁数は「半角」です。全角の場合は、半分の桁数になります。 

 

＜開始・終了行設定方法＞ 

＊開始行＊ 

YYYYMMDD：西暦 8桁の取込日付を指定（例：2017年 1月 1日の場合「20170101」） 

HHMMSS：取込時間を 24時間表記で秒まで指定（例：午後 3時 5分 25秒の場合「150525」） 

＊終了行＊ 

 トータル行数よりヘッダ行（1行）を除いた行数をセットします 

 （例）トータル行数：999行  終了行数には「E,998」をセットします（下記表を参照） 

行数   

1 開始行 S,YYYYMMDD,HHMMSS 

2 ヘッダ行 ﾚｺｰﾄﾞ識別,･･･ 

3 明細行 D,･･･ 

： ： D,･･･ 

998 ：  

999 終了行 E,998 

 

＊取込順序＊ 

商品マスタの CSV取込は未登録の部門、仕入先が使用されると取込エラーとなり取込が 

出来ないようになっています。 

1.部門マスタ 

2.仕入先マスタ 

3.まとめ値引マスタ 

4.商品マスタ     の順に取込を行って下さい 

 



86 

 

12-3.CSV 取込フォーマット 

ヘッダー行(項目行)は、項目名をそのままセットしてください。 

 

部門 

項目名 データ型 必須 桁数 内容 

店舗コード 半角数値 必須 3 店舗コードを 3桁以内でセット 

※自店情報登録で登録した店舗コードです 

通常は”1”をセットします 

部門コード 半角数値 必須 2 部門コードを「01～99」範囲でセット 

部門名 文字 必須 16 部門名称を全角半角混在の半角 16桁以内でセット 

単価 半角数値 必須 7 単価をセット。指定しない場合は 0をセット 

桁区切りの「，」は入力しないでください 

消費税 半角数値 必須 1 消費税をセット(通常 0をセット) 

0：内税 /1：外税/2：非課税 

税区分 半角数値 必須 1 税区分をセット(通常 1をセット) 

1：消費税 1 /2：消費税 2 

登録タイプ 半角数値 必須 1 登録タイプをセット(通常 1をセット) 

0:禁止/1：オープン＆プリセット/2：プリセット/ 

3：オープン 

データタイプ 半角数値 必須 1 データタイプをセット(通常 1または 2をセット) 

1:新規 /2：更新 /3：削除 

グループ番号 半角数値 必須 1 部門グループ番号を入力します(通常 1をセット) 

「01～12」範囲で入力します 
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PLU/JAN 

項目名 データ型 必須 桁数 内容 

店舗コード 半角数値 必須 3 店舗コードを 3桁以内でセット 

※自店情報登録で登録した店舗コードです 

通常は”1”をセットします 

商品コード 半角数値 必須 13 PLU/JANコードを 13桁以内でセット 

商品名 文字 必須 16 商品名を全角半角混在の半角 16桁以内でセット 

単価 1 半角数値 必須 6 単価をセット。指定しない場合は 0をセット 

桁区切りの「，」は入力しないでください 

部門コード 半角数値 必須 2 部門コードを「1～99」の範囲でセット 

(通常 1をセット) 

登録タイプ 半角数値 必須 1 登録タイプをセット(通常 1をセット) 

0:禁止/1：オープン＆プリセット/2：プリセット/ 

3：オープン 

まとめ値引き番号 半角数値 必須 2 まとめ値引きマスタで登録したまとめ値引き番号を 

セット（通常 0をセット） 

仕入単価 半角数値 必須 6 仕入単価をセット。指定しない場合は 0をセット 

桁区切りの「，」は入力しないでください 

在庫単価 半角数値 必須 6 在庫単価をセット。指定しない場合は 0をセット 

桁区切りの「，」は入力しないでください 

入数 半角数値 必須 3 商品を箱やケースで管理する場合の入数をセット 

主仕入先 半角数値 必須 13 仕入先コードを 13桁以内でセット 

消費税（仕入） 半角数値 必須 1 仕入時の消費税をセット(通常 1をセット) 

0：内税/1：外税/2：非課税 

消費税区分（仕

入） 

半角数値 必須 1 税区分をセット(通常 1をセット) 

0：消費税 1/1：消費税 2 

システム区分 半角数値 必須 1 システム区分をセット(通常 0をセット) 

0：共通/1：販売専用/2：仕入専用/3：未使用 

委託商品区分 半角数値 必須 1 委託商品区分をセット(通常 0をセット) 

0：通常商品/1：委託商品 

在庫管理 半角数値 必須 1 在庫管理する/しないをセット(通常 1をセット) 

0：管理しない/1：管理する 

発注点 半角数値 必須 6 発注点をセット(通常 0をセット) 

適正在庫数 半角数値 必須 6 適正在庫数をセット(通常 0をセット) 

データタイプ 半角数値 必須 1 データタイプをセット(通常 1または 2をセット) 

1:新規 /2：更新 /3：削除 

区分 1 半角数値 必須 1 未使用項目 

0をセットします 
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項目名 データ型 必須 桁数 内容 

区分 2 半角数値 必須 1 未使用項目 

0をセットします 

区分 3 半角数値 必須 1 未使用項目 

0をセットします 

グループ番号 半角数値 必須 1 商品グループ番号を入力します(通常 0をセット) 

「0～99」範囲で入力します 

メニュータイプ 半角数値  1 メニュータイプを入力します(通常 0をセット) 

2:セット、１：連結、０：ノーマル 

セット/ 

連結テーブル 

半角数値   セット/連結テーブル番号を入力します(通常 0をセット) 

「0～99」範囲で入力します 
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13. 付録 

13-1.CSV ファイルの注意事項 

  CSVファイルを開いたときに 10桁以上の商品コードが正しく表示されません。 

  表示をこの状態のまま保存を行うと、ほとんどの商品が同じコードになってしまいます。 

 

  ■商品コードを正しく表示する方法 

   商品コードの列を全選択して、右クリックをし「セルの書式設定」を選択します。 

   「分類」で「数値」を選択して OK ボタンをクリックすると正しく表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


